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１ 【協議】中期目標（原案）・中期計画（案）について 
玉手学長より，文部科学省及び国立大学法人評価委員会の意見を受けて見直しを行った第４期中期

目標（原案）・中期計画（案）について，令和４年１月１４日までに意見を求めた。 
次いで，上記照会の結果，本件について了承された。 
なお，文部科学省に提出した第４期中期目標（原案）・中期計画（案）及び委員からの意見に対す

る対応については，１月２４日開催の経営協議会にて報告することとした。 
 

本件に関して，主な意見は次のとおり。 
・全体を見ると，評価指標の開発に長期間を要している傾向があり，挑戦的な達成水準の設定とは捉
えにくい。PDCA サイクルを早く回すことが目標実現に向け現実的解決策になるのではないか。 

・前文の基本的な目標の１～５の項目名を目立たせた方がよいのではないか。 
・今後重要となる同窓会が中期目標・中期計画のどの部分に含まれるか分かりにくい。 
・SDGs について、令和９年度までに大学としてどこまでの目標を達成するのかが分からない。 
・将来ビジョンと第４期中期目標・中期計画はどのような関係性か確認したい。 
・山形大学医学部では，本県の地域医療の中核を担うことが期待されていることから，医学部卒業者
の県内医療機関研究医マッチングの指数の上方修正は歓迎したい。 

・評価指標の明確化について執行部が戦略的に判断されたものと思われる。 
・修正により内容及びアウトカムに着目した評価指標・達成水準が明確になり，より具体的になって
いる。 


